
 

本市の人口の現状と長期的な将来（2060 年）の展望をまとめたものです。 

 

 

自然動態（出生・死亡） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会動態（転入・転出） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①社人研推計 

  国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」という。）の推計と同様とした。 

②出生率上昇 

①＋2030 年(令和 12 年)に合計特殊出生率(ＴＦＲ)が 1.80、2040 年(令和 22 年)に同

じく 2.07（社人研が算出した「人口置換水準」）となるよう逓増するものとして推計した

（2040 年(令和 22 年)以降のＴＦＲは 2.07 を維持） 

③出生率上昇＋流出入均衡 

②＋2040 年(令和 22 年)の段階で本市全体の流出入(社会増減)が均衡するものとして推計

した(各年齢階層のプラス幅合計とマイナス幅合計が 2040 年(令和 22 年)時点で合致）。 

 

・出生数は年々減少傾向にあり、平成 27 年度以降は年 100 人を割っている。 

・死亡数は、高齢者人口の増加とともに増加傾向にあり、平成 27 年度以降は平

成 29 年度を除き年 400 人 を超えている。 

・死亡数が出生数を上回る状況が続いており、さらに出生数の減少及び死亡者数

の増加から自然減少数が増加傾向にある。 

・平成 20～24 年の合計特殊出生率は 1.19。北海道（1.25）や全国（1.39）

と比較し、低い水準にある。 

【課題と現状】 

 

【美唄市の人口の将来展望】 

 

・転出数、転入数はいずれも減少傾向にあるが、いずれの年度でも転出数が転入

数を上回っている。 

・2018 年度(平成 30 年度)は転出数 747 人に対し、転入数が 489 人で差し引

き転出超過数が 258 人となっている。 

・平成 27 年国勢調査における前回調査からの移動状況で最も本市からの転出超

過数が多いのが札幌市で 317 人、次いで岩見沢市で 286 人、江別市で 119

人となっているほか、ほとんどの自治体へ転出超過となっている。 

・本市への転入超過数が最も多いのが芦別市で 16 人、次いで奈井江町で 15 人、

函館市が 14 人となっている。 

・転出入アンケートによる移動の理由で最も多いのが「就職・転職」次いで「転

勤」となっており、就業関連の移動が転入転出ともに全体の 50％強となってい

る。 

・次いで「家族・親族との同居」、「結婚」となっている。 

美唄市人口ビジョン（2019 改訂版）【概要版】 

 

37,414 

35,176 
33,434 

31,183 

29,083 

26,034 

23,035 

20,253 

17,617 

15,172 

12,947 

10,913 
9,089 

7,516 
6,153 

4,965 

20,385 
17,907 

15,626 

13,568 

11,649 
9,886 8,347 

7,001 
5,816 

20,427 

18,175 

16,263 
14,658 

13,281 
12,166 

11,175 
10,316 

9,562 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

社人研推計 出生率上昇 出生率上昇+流出入均衡

推計値実績値

(令和42)(令和22)(平成22)(平成12)
単位：人




